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富
山
連
協
た
よ
り

発行責任者

中村　繁

編集責任者

東　秀雄

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

Ｊ
Ｐ
労
組
富
山
連
協
退
職
者

の
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
家
族
と
も
ど
も
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
退
職
者
の
会
の
活

動
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
毎
年
恒
例
の
「
新
春

の
集
い
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
・
親
睦
旅
行
」
の
開
催
で
は

多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
「
会
員

の
親
睦
と
交
流
」
や
「
安
心
・

安
定
し
た
生
活
」
を
送
る
た
め

に
、
親
睦
会
の
実
施
、
会
報
等

に
よ
る
情
報
提
供
、
ま
た
、
現

役
者
と
の
諸
行
事
へ
参
加
な
ど

に
よ
り
連
携
強
化
・
情
報
交
換

を
は
か
り
活
動
強
化
に
取
り
組

む
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
秋
、
消
費
税
10
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
私
た
ち
退

職
者
、
年
金
生
活
者
に
と
っ

て
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
が
増
す

と
危
惧
さ
れ
る
中
、
7
月
の
第

25
回
参
議
院
選
挙
で
、＂
小
沢

ま
さ
ひ
と
＂
が
比
例
区
よ
り
立

謹
賀
新
年

会
　
長
　
中
　
村
　
　
　
繁

（
富
山
東
部
支
部
）

副
会
長
　
佐
　
伯
　
則
　
邦

（
富
山
東
部
支
部
）

事
務
局
長
　
東
　
　
　
秀
　
雄

（
富
山
東
部
支
部
）

幹
　
事
　
西
　
野
　
松
　
一

（
富
山
東
部
支
部
）

幹
　
事
　
川
　
瀬
　
敏
　
明

（
富
山
東
部
支
部
）

幹
　
事
　
島
　
田
　
孝
　
久

（
富
山
東
部
支
部
）

幹
　
事
　
川
　
添
　
　
　
晃

（
富
山
東
部
支
部
）

幹
　
事
　
細
　
田
　
宏
　
一

（
富
山
東
部
支
部
）

幹
　
事
　
大
　
屋
　
昭
　
一

（
富
山
西
部
支
部
）

幹
　
事
　
笹
　
島
　
清
　
春

（
富
山
西
部
支
部
）

幹
　
事
　
本
　
間
　
重
　
雄

（
富
山
西
部
支
部
）

幹
　
事
　
谷
　
杉
　
満
　
江

（
富
山
東
部
支
部
）

会
計
監
査
　
井
　
波
　
和
　
男

（
富
山
東
部
支
部
）

会
計
監
査
　
津
　
田
　
義
　
雄

（
富
山
東
部
支
部
）

候
補
し
ま
す
が
、
現
退
一
体
で

「
よ
り
よ
い
労
働
環
境
の
整
備
・

安
定
し
た
老
後
生
活
」
を
確
保

す
る
た
め
に
＂
小
沢
ま
さ
ひ
と

＂
必
勝
に
向
け
て
、
総
力
を
挙

げ
て
支
援
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
も
会
員
の
皆
さ
ま
方
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

Ｊ
Ｐ
労
組
富
山
連
協
退
職
者
の
会
　
会
長
　
中
　
村
　
　
繁
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２
０
１
９
年
「
新
春
の
集
い
」
開
催
の
お
知
ら
せ

宴
会
が
盛
り
上
が
っ
た
親
睦
会

　

富
山
連
協
退
職
者
の
会
（
会

長
・
中
村
繁
）
は
、
昨
年
10
月

13
日
（
土
）～
14
日
（
日
）、
氷

見
市
「
民
宿
・
叶
」
で
親
睦
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
15
名
は
、
自
家
用
車

お
よ
び
富
山
駅
北
口
発
の
民
宿

の
送
迎
バ
ス
で
三
々
五
々
集
合

し
、
午
後
４
時
30
分
か
ら
の
組

織
共
済
商
品
説
明
会
を
皮
切
り

に
進
行
し
ま
し
た
。

　

共
済
商
品
説
明
会
で
は
、
Ｊ

Ｐ
共
済
生
協
北
陸
地
方
部
の
髙

村
部
長
か
ら
退
職
者
が
加
入
出

来
る
商
品
の
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
①
こ

こ
２
～
３
年
の
間
に
自
然
災
害

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら

「
自
然
災
害
共
済
」、
②
高
齢
者

の
交
通
事
故
が
多
い
こ
と
か
ら

「
交
通
災
害
共
済
」
―
―
に
つ

い
て
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

　

説
明
会
の
終
了
後
会
員
は
一

風
呂
浴
び
て
夕
食
懇
親
会
に
移

り
ま
し
た
。
今
回
の
「
懇
親

会
」
に
来
賓
と
し
て
参
加
さ
れ

た
北
陸
退
職
者
の
会
近
藤
源
一

郎
会
長
か
ら
ご
挨
拶
と
乾
杯
の

発
声
を
い
た
だ
き
開
宴
し
ま
し

た
。

　

懇
親
会
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
氷

見
き
と
き
と
料
理
が
な
ら
び
、

中
で
も
地
元
の
取
れ
た
て
鮮
魚

の
お
刺
身
に
は
近
藤
会
長
も
べ

た
褒
め
で
し
た
。

　

余
興
に
お
呼
び
し
た
地
元
マ

ジ
シ
ャ
ン
の
数
々
の
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
富
山
連
協
ご
自
慢
の

カ
ラ
オ
ケ
合
戦
で
時
間
の
経
つ

の
も
忘
れ
る
く
ら
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

翌
14
日
は
、
朝
食
後
に
送
迎

バ
ス
、
自
家
用
車
で
無
事
帰
宅

し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
会
員

の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

（
東
秀
雄
事
務
局
長
報
告
）

　

Ｊ
Ｐ
労
組
富
山
連
協
退
職
者

の
会
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い
ま

す
「
新
春
の
集
い
」
を
次
の
と

お
り
開
催
す
る
こ
と
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別
途
案

内
状
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
多
数

ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
本
年
度
の
新
春
の
集
い

は
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム

を
企
画
し
て
い
ま
す
。

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

Ｊ
Ｐ
労
組
富
山
連
協
退
職

者
の
会
は
、
会
員
の
親
睦
と

健
康
維
持
・
増
進
を
兼
ね
た

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
＆
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
」
を
企
画
し
ま
し

た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別

途
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
は
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

多
数
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1　

日
時　

２
０
１
９
年
6
月
9
日
（
日
）
午
前
10
時
～

2　

場
所　

富
山
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　

富
山
市
岩
瀬
天
池
町
1
―
8

　
　
　
　
　

☎
０
７
６
―
４
３
８
―
１
８
０
９

1　

日
時　

２
０
１
９
年
2
月
3
日
（
日
）
午
前
11
時
30
分
開
始

2　

場
所　

富
山
第
一
ホ
テ
ル　

13
階
「
ル
ミ
エ
ー
ル
」

　
　
　
　
　

富
山
市
桜
木
町
10
―
10

　
　
　
　
　

☎
０
７
６
―
４
４
２
―
４
４
１
１


